
平成２７年度女性まちづくり講座「まち・きらきらセミナー」第７弾 

～子どもも自分も輝く社会～第１回概要 

日 時：平成２７年７月３０日（木）１０：００～１２：００ 

場 所：三沢市総合社会福祉センター 

 

内 容 

【悩みシェアタイム】テーマ：「子どもの便秘・肌トラブル」どうしてる？ 

進 行：WOMEN’S VISION 代表 岩本 ヤヨヱさん 

※WOMEN’S VISION は「まち・きらきらセミナー」の第１期生の団体で女性の視点でまちを考える

という意味で名づけた。 

＜自己紹介＞名前と好きなもの。 

＜遅出しじゃんけん＞アイスブレイク 

岩本さんに負けるようにじゃんけん。皆さんなかなかうまくいかず…。脳は勝つことがインプットされ

ていて負けることは難しい。 

＜子どもの便秘や肌トラブルについて悩みをシェア＞ 

子どもの便秘、肌トラブルだけではなく、夫との関わり方など様々な日頃の悩みを参加者でシェアしま

した。 

 

【幸せオーラ講座】テーマ：みんなちがって、みんないい～個性が発揮できる社会～ 

講師：青森県男女共同参画センター 館長 小山内 世喜子さん 

～「男」「女」であることで損したこと、得したと感じたことは？～ 

・生命保険は同じ条件の死亡なのに男女の保証金額に差がある。出世等のため男女の一生涯での平均賃

金が違うため、保証金額に差。しかし、男だから必ず出世するとは限らない、高い収入を得るとも限ら

ない。 

・ある研修で講師に「お子さんを預けて参加している方もいると思います。それは素晴らしいことです

よ。」と言われた。それまで、子どもを預けて参加していることに後ろめたさがあったが、肯定しても

らい、「自分が学びたいと思ったときに学ぶこと、自分の為に時間を使うことは素晴らしいこと」と感

じた。このセミナーに参加している方は素晴らしい！ 

～女性の生き方の変遷～ 

・１９６０年代高度経済成長時代、中学校では女子は家庭科、男子は技術科。この頃に専業主婦が登場。

男性は企業戦士として働いてもらい、女性は専業主婦で子どものケア。３歳まではお母さんがしっかり

育てないと悪い子になるという３歳児神話があった。 

・１９７０年代になると専業主婦率が最高。標準家族とは夫婦と子ども２人。そういう世帯の人が一番

生活しやすい社会を作るための様々な制度。高度経済成長で、右肩上がりで成長したがオイルショック

で、高齢者福祉、乳幼児保育の予算が削減。世界では１９７５年に国際女子年、１９７９年は女子差別

撤廃条約採択をして女性が社会で活躍できるようにという動きがスタート。家事を担っていた女性が

掃除機、洗濯機など電化製品の普及により家事に費やす時間が縮小。世の中が便利になり、家事の時間

が縮小、子どもの教育費にお金がかかるようになり女性のパートが出てきた。 



・１９８６年に、第３号被保険者制度。夫の扶養の場合、年金はみんなで負担。今後、社会の流れの中で

この制度がなくなる可能性がある。１９８３年、働く女性が専業主婦を上回った。離婚率の上昇、一人

暮らし老人の増加、家庭内暴力の増加。女性が外に出て様々なこと気付き、我慢せずに声に出したこと

により、夫婦喧嘩の１つであった DVは、現在は犯罪。 

・１９９０年代に１．５７（合計特殊出生率…１人の女性が一生涯に産む子どもの数）ショックが起こる。 

今は１．４３。国は大変な事態だと、育児休業法、エンゼルプラン、少子化対策基本法を作ったがほと 

んど効果がなかった。様々な法律を作ったが根本的な「意識」の部分を変えていかなかったので制度は 

あるけど使えない状態。 

・The personal is Political.「個人的なことは政治的（社会的）なこと」に気付いた。「私がいけないから

…」「母親として○○しなければいけない」「母親は外に出られない」それは個人の力が足りない、個人

がいけないのではなく、そういう社会がいけない。個人の問題ではなく、社会の問題。社会を変えな

いと一人一人が自分らしく生きられる社会にはならないということを意味している。 

～社会の変化を知る～ 

・産業構造でサービス業が増え、製造業が減っている。サービス業で働く人は女性が多く、福祉や医療の

現場も女性が多い。女性の働く職場が増えているがサービス業、福祉や医療は賃金が安い。福祉や医療

は「家族ケア」という先入観があるため。 

・２０６０年には高齢化率３９．９％。子どもが減り、国を支えている生産労働人口が減る。国が維持で

きなくなるため高齢者に働いてもらい、女性の活躍推進を行う。働きたいけど、子どもを預ける所がな

い等、自分が働ける環境が整わないと働けない。当事者たちが声を出していかないと変わらない。 

・ノルウェー、オランダは男女共同参画が進んでいる国。そういう国も昔は日本と同じように役割分担意

識をもっていた。しかし、労働力が不足し、国が女性に働くように言った時、女性たちが「このままの

制度では働けません」としっかり声に出して政治の問題にした。法律を作って女性が安心して働ける

ようにし、一方では男性が子育てに参画できるようなパパクオータ制度を導入し男性が育児休業をと

らなければいけないようにした。男性も女性も自分の能力を発揮できるような社会になっている。日

本も声に出していかなければいけない。女性は様々な力を持っているので、能力を社会の中で活かせ

るようになってほしい。 

～女性の現状～ 

・働く女性は増えており、２０代後半から３０代前半くらいで結婚や出産・育児で辞めるため一度減り、

Ｍ字のような形になっている。社会の一員として生きていければ働かないことを選択してもいい。女性

の半分以上がパートやアルバイト。リーマンショックのとき、工場で働いていた非正規雇用の男性が職

を失った。働けない男性が増え、国が支援をはじめるなど動いた。昭和６０年から女性の３割は不安定

雇用で仕事を失った女性がたくさんいるが、女性が仕事を失っても世の中は誰も騒がなかった。女性

は結婚して夫の扶養に入れば生活できると思われ、社会問題にならなかった。女性が大変な思いをし

ても社会から支援はなかった。これこそ男女の格差である。 

・男性が期待する「女性のライフコース」で１番多いのは再就職コースで２番目が両立コース。女性に働

き続けてほしい。証券会社、銀行がつぶれ世の中が変わったため１９９７年をピークに所得が低下。それ

を補う形でパートが増えた。共働き世帯が増加しているが、片働き世帯を基準とした社会保障制度や第

３号被保険者制度など社会の現状と社会保障制度が一致していないことによる矛盾が発生。 



・専業主婦の人は肩身が狭く感じるかもしれないがそうではない。社会保障制度が標準家族に基づいて

世帯単位で作られている。標準家族と違う生活をしている人には生き辛いのが今の日本。１０３万、

１３０万の壁。パート等で働き始めた場合、年間の所得が１０３万、１３０万を超えないように調整し

て働くことは女性の働き方の制限となる。例えば、働く日数、責任のある地位、扶養から外れる、税金

などを考えて現在パート。でも長期的に考えると、その壁をのり超えないとそれ以上にはなれない。

平均寿命は８６歳。４０歳で子育てをひと段落すると残り４０年ある。残りの４０年をどのように生

きていくかを早い段階から考えた方が、自分らしい生き方ができる。自分の能力を活かした生き方は

人間としてやりがいがある。６５歳までパートで働く？損する時、大変な時もあるけど、次のステッ

プにいって自分のキャリアを作り上げていくのかによって６０歳、６５歳になった時の自分が違う。

そういうことも考えてみてほしい。 

・しかし、キャリアの中断は６割。それが現状。育休取得率は９０％近いと言われているが、これは育休

を取れる環境の人は取得率は８０％～９０％になるが、働き続けられている人が増えているわけでは

ない。育休を取れない人は仕事を辞める。数字のマジック。 

・日本の共働き世帯の女性の家事関連時間は５時間３７分、男性は５９分ですごく差がある。世界をみて

みると、アメリカの男性は３時間近く費やす。アメリカの男性もバリバリ働いているので、日本の男性

も無理ではない。男性の働き方を見直して社会を変えていかなければならない。国の目標は２時間だ

が、目標を立てても中身が伴わないとダメ。 

・夫の家事・育児時間が長いほど第１子出産後の妻の継続就業割合が高く、第２子出生割合も高い。国

は少子化を改善するために夫が家に早く帰ってくるような社会にしないといけない。カジダン・イク

メンを増やそうと国、青森県、三沢市でも取り組んでいる。 

～性別役割分業／分担の見直し～ 

・人間は生まれた時生物学的に男女に分ける。育て方や環境によって社会通念、習慣の中で作られた性

差をジェンダーという。男性はこうあるべきという男性像、女性はこうあるべきという女性像など。男

は力が強いと言われるが、男でも力が強くない人もいる。男の子が泣くと「男なのに泣いちゃダメ」と

言われると男は強くないといけない、泣いちゃいけないと思い成長していく。逆に女性は優しくないと

いけない、家事・料理ができないといけないと思うと、結婚して子育てするときにそれは女の仕事と男

性が思う。それは最初から決まっているわけではない。生物学的性差で妊娠して子どもを産めるのは

「女性」だけだが、子育ては「女性」だけではない。「男性」も子どもを育てることができる。 

・女性の経済的活動を妨げている要因は「男は仕事・女は主に家事」という性別役割分業を前提とした

社会制度、習慣、意識。そこを変えないといけない。女性が生きやすい社会は男性も生きやすい社会

になる。長時間労働は専業主婦がいて夫に家事育児の負担がかからないというのを前提としている。

社会が変わろうとしているから長時間労働を変えていかなければいけない。社会保障制度は世帯単位

（正社員男性に扶養されている妻が前提）となっている。妻子を養えないと結婚できないと思ってい

る。３００万未満で結婚している人は９．３％。男性も女性も収入のある男性じゃないと結婚できない

と思っているので結婚しない。少子化へつながる。 

・今、３人で１人の高齢者を支えている。４０年後は１．３人で１人の高齢者を支える。女性にも働いて

もらって女性が活躍できる社会にする必要がある。 

 



～男性も女性も、「自分らしく生きるためには」～ 

・人間には経済的自立、生活的自立、社会的自立、精神的自立の４つの自立がある。いざ妻が先立ち、夫

は自分のものがどこにあるかわかり、ごはんの準備ができるか？若いうちから自分でやることに慣れ

ていれば年をとってもできる。夫の為に自立できような環境を作ってあげることが必要。 

・個性、得意とすることはそれぞれある。自分がどう生きたいか。今は子どもが１００％だと思うが、い

つまでも子どもの為だけの人生ではない。子どもが大きくなってから、何をするか、自分がどう生きた

いかを今考えた方がいい。幼稚園入ってからでは遅い。今意識を変え、目的をもつことでいろんな情報

が入ってくる。それは意識をしているから。自分がどう生きたいか考えてみてほしい。そのためには選

択肢の多い社会、ジェンダーにとらわれないことが大切。 

・目指す自分の将来の生き方を実現するためには。 

◎たくさんの選択肢をもつ（お母さんだから我慢…というのではなく） 

◎自分を守るための知識をもつ（社会保障制度等を知っておく） 

◎自分をサポートしてくれるものをリストアップ（家族等。自分が働き始めようとした時に親が近くに

いればその力を借りなければいけない。姑と仲が悪いと急には無理。コミュニケーション能力が大

事。） 

◎「自分は自分である」と誇りをもって生きる。 

それを後押しするのが男女共同参画社会。 

 

 

 

 

 


